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平成２３年第３回 

美唄市議会臨時会会議録 

平成２３年８月３日（水曜日） 

午前１０時００分 開議 

 

◎議事日程 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 所信表明に対する質疑 

  

◎出席議員（１３名） 

  議 長  内馬場 克 康 君 

  副議長  小 関 勝 教 君 

   １番  倉 本   賢 君 

   ２番  長谷川 吉 春 君 

３番  谷 村 知 重 君 

   ４番  丸 山 文 靖 君 

   ６番  森 川   明 君 

   ７番  吉 岡 文 子 君 

８番  桜 井 龍 雄 君 

９番  金 子 義 彦 君 

  １０番  高 田 正 則 君 

  １１番  五十嵐   聡 君 

  １３番  土 井 敏 興 君 

   

◎欠席議員（１名） 

５番  本 郷 幸 治 君 

 

◎出席説明員 

市     長   髙 橋 幹 夫 君 

総 務 部 長  伊 藤 敦 史 君 

 市 民 部 長  藤 井 英 昭 君 

 保健福祉部長兼福祉事務所長  中 川 直 紀 君 

 商工交流部長  市 川 厚 記 君 

 農 政 部 長  須 田 正 毅 君 

 都市整備部長  山 口 隆 慶 君 

 市立美唄病院事務局長  高 倉 雄 治 君 

 消  防  長  霜 田 公 法 君 

 総務部総務課長  佐 藤   崇 君 

 総 務 部 総 務 課 主 査  平 野 太 一 君 

 

 教 育 委 員 会 委 員 長  白 戸 仁 康 君 

 教育委員会教育長  安 田 昌 彰 君 

 教育委員会教育部長  奥 山 隆 司 君 

 

 選挙管理委員会委員長  後 藤 泰 彦 君 

 選挙管理委員会事務局長  秋 場 勝 義 君 

 

 農業委員会会長  西 川 芳 勝 君 

 農業委員会事務局長  吉 田 寿 幸 君 

 

 監 査 委 員  扇 谷   均 君 

 監査事務局長  鎌 田   覚 君 

 

◎事務局職員出席者 

 事 務 局 長  中 平 匡 司 君 

 次     長  三 上   忠 君 

  

午前１０時００分 開議 

●議長内馬場克康君 これより本日の会議を

開きます。 

 

●議長内馬場克康君 日程の第１、会議録署

名議員を指名いたします。 

３番、谷村知重議員 

４番、丸山文靖議員 

を指名いたします。 

 

●議長内馬場克康君 次に、日程の第２、所
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信表明に対する質疑に入ります。 

発言通告により、順次発言を許します。 

１１番、五十嵐聡議員。 

●１１番五十嵐聡議員（登壇） 平成２３年

第３回臨時会に当たり、市長就任のあいさつ

と市政の執行について所信を述べられました。 

市長はこの度の美唄市長選挙において、市

民の支持を得て、新市長の座につかれました。 

髙橋市長に対しまして、敬意と祝意をあら

わすとともに、市民は髙橋市長に対して、大

きな期待をされていることと思います。 

市民の負託にこたえ、若さと行動力、強力

なリーダーシップを発揮され、美唄市の発展

向上のために、最善の努力を傾注されること

をご期待しております。 

市長は、先の所信表明で２つの目標と６つ

の重点施策を掲げております。 

そこで、私は、所信表明のうちにおける大

綱３点について、市長に見解をお伺いいたし

ます。 

大綱の１点目は、安全・安心の推進であり

ます。 

１点目に、安全・安心なまちづくりを進め

ていくためには、私は、目指すべき安全・安

心なまちづくりのイメージを明確にすること

が大切であると考えております。安全・安心

なまちづくりをどのように構築していこうと

考えておられるのか、お伺いいたします。 

２点目に、市役所の中に、防災などの危機

管理を専門的に行う部署を設け、災害や事故

に備えていきたいとのことですが、災害には

犯罪、事故、自然等、多岐にわたっておりま

す。新たな専門部署を設置される目的、考え

方をお伺いいたします。 

３点目に、市立美唄病院について、平成２

０年度に公立病院特例債８億３，９２０万円

の借り入れを行い、市立美唄病院の経営の効

率化に向けて、平成２１年１月に市立病院改

革プランを策定し、平成２１年度から平成２

３年度までの３年間を経営の効率化による経

常収支の黒字化を図る期間、平成２７年度ま

でに不良債務の解消を図る期間としておりま

す。これらの達成に向け、現在取り組んでお

りますが、経営健全化計画は、一般会計の繰

り入れが前提とされております。しかし、計

画と比べて、現状は入院や通院の患者が減少

されているのではないかと考えております。

経営健全化の見直しも避けられない状況と考

えますが、医師会の協力のもと、市内で唯一

の救急告知病院として救急医療を担っており、

市立美唄病院の将来に向けた対策は、大変重

要なテーマでもあります。 

今後のあり方を含めた地域医療の方向性を

どのような形で市民に示すのか、お考えをお

伺いいたします。 

大綱の２点目は、本市の基幹産業である農

業振興について、１点目に国営農地再編整備

事業について、市長が期成会・関係団体と平

成２４年度事業採択に向けて上京されたと聞

いております。この活動内容と採択へ向けた

今後の要請活動をお伺いいたします。 

２点目に、道営基盤整備事業について、現

在、３地区で事業が行われております。その

進捗状況、また、新たに２地区で期成会を立

ち上げ、道営基盤整備事業の要望があるよう

に聞いております。その対応についてもお伺

いいたします。 

３点目に、食糧備蓄基地構想の推進につい
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て、本市の優位性をアピールして、国に対し

て食糧備蓄施設の立地を積極的に要請してい

くと述べられました。要請の趣旨についてお

伺いいたします。 

大綱の３点目は、農商工連携による地域経

済の活性化について、１点目に、本市におけ

る農産物は、米を初め、小麦・大豆・アスパ

ラ・ハスカップ等や施設園芸野菜など多岐に

わたって生産されております。しかし、生産

されたものが、すべて価格に反映されている

わけではございません。通常販売されている

のは、製品と規格外品に区分され、その格差

は非常に大きいものであります。このような

状況における農産物の流通に対して、市長は、

特産品の新規開発や販路拡大に努めると述べ

られております。 

私は、農産物を地元で加工販売する流通シ

ステムを構築することは、大変重要なことで

あると考えております。そこで、農産物の付

加価値を図るための加工処理施設を導入する

ことで、米･麦・大豆など、低価格で購入され

ている農産物を高付加価値に結びつけること

ができると考えておりますが、施設導入につ

いてはどのように考えておられるのか、お伺

いいたします。 

２点目に、平成２１年からアンテナショッ

プＰｉＰａが美唄の農産物や特産品の販売を

行っております。しかし、アンテナショップ

ＰｉＰａは本年度で事業が完了されます。そ

のような状況の中で、所信表明で農産物や特

産品販売のネットワーク化を図ると述べられ

ておりますが、来年度以降のアンテナショッ

プをどのように考えておられるのか、お伺い

いたします。 

３点目に、新たな観光ルートの開発で交流

人口の増加を図るとありますが、観光ルート

の新たな開発とは何か、具体的な構想があれ

ば、お伺いいたします。 

以上でこの場からの質問を終ります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 五十嵐議員の質

問にお答えいたします。 

初めに、安全・安心の推進について、安全・

安心なまちづくりの考え方についてでありま

すが、本年３月の東日本大震災での未曽有の

被害や、先月の末には新潟県、福島県で豪雨

による被害がありました。 

私は、災害時の被害を最小限に食い止める

とともに、犯罪や事故などを未然に防ぐなど、

市民の皆さんの生命・財産を守り、安全で安

心して暮らせることが、まちづくりにおいて

最優先しなければならないことであると考え

ております。 

このため、市が果たすべき役割は、大きな

ものがありますので、自衛隊や警察などの関

係機関や地域の皆さんと連携して、協力をい

ただきながら、安全・安心なまちづくりを進

めてまいりたいと考えております。 

次に、防災・機器管理を専門に行う部署設

置の考え方についてでありますが、本年３月

に発生した東日本大震災における未曽有の被

害状況を踏まえ、現在、地域防災計画の総点

検を行っております。 

この防災に関する事務や事故災害、防犯な

どのほか、例えば、新型インフルエンザや、

現在問題となっている放射性物質が検出され

た稲わらを供与された肉牛に関する対応など、

危機管理を包括的に担当する部署が必要であ
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ると考えております。 

また、大規模災害時における自衛隊や警察

との連絡窓口を、市として一元化することも

重要であります。さらには、本市にとって極

めて重要な美唄駐屯地の維持・存続活動など

も視野に入れ、他市の例を参考に、新たな部

署の設置に向けて検討してまいりたいと考え

ております。 

次に、市立美唄病院の今後の方向性につい

てでありますが、初めに、病院経営健全化計

画の進捗状況につきましては、計画の初年度

となる平成２１年度は、医業収益が計画を上

回ったことなどから、経常収支では、利益が

発生し黒字となりました。２年目となる平成

２２年度は、退職手当組合の負担金清算年で

あることから、経常収支は当初から赤字とな

る計画に対し、実績では、患者数の減少など

により医業収益が計画を下回ったことから、

計画を上回った損失の発生となったところで

あります。本年度につきましては、４月から

６月までの状況では、入院・外来の患者数が

計画より減少しておりますが、７月以降、入

院患者数が計画値に近づいてきております。 

本年度は、改革プランや経営健全化計画に

おける経常収支の黒字化の目標年度であるこ

とから、引き続き、収益の確保及び費用の縮

減に努めてまいります。 

なお、病院経営健全化計画の見直しについ

てでありますが、見直しに当たっては、道と

事前に協議することといたしておりますこと

から、平成２３年度の決算状況などを見極め

ながら、必要に応じて対応してまいりたいと

考えています。 

次に、市立病院の今後のあり方につきまし

ては、地域の医療資源を活かしながら、市民

の皆さんが安心できる持続可能な医療提供体

制の確保に向けて、医師会など関係機関と協

議する場を設け、早急に検討する中で、市立

病院の方向性を見出してまいりたいと考えて

おります。 

なお、市民の皆様には地域医療の現状と課

題について理解を深めていただくためにも、

一人でも多くの市民の皆様の声を反映できる

よう、適切な情報の提供に努めてまいりたい

と考えております。 

次に、農業振興について、国営農地再編整

備事業の採択に向けた要請活動についてであ

りますが、私は、市長就任後の７月７日に、

「北海道国営農地再編整備事業連絡協議会」

として、平成２４年度予算概算要求に向けた

中央要請行動を行い、７月２８日には、空知

地方総合開発期成会や空知総合振興局、農業

関係団体等で構成する「空知農業農村確立連

絡会議」に、私と事業促進期成会役員も同行

して、道内選出国会議員や農林水産省、国土

交通省などへ、本事業の必要性を強く訴えな

がら、美唄茶志内地区の新規事業採択及び農

業・農村整備事業関連予算の確保について要

望して参りました。 

国からは、美唄地区を３地区に分割したこ

とや事業費を縮減したことなど、地域の努力

は理解しているものの、東日本大震災の影響

により、新年度予算編成は厳しい状況にある

との考えが示されたところであります。 

このようなことから、今後においても、私

は、事業促進期成会や農協、土地改良区など

と連携を密にし、平成２４年度事業採択に向

けて、更に国へ強く要望して参ります。 
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次に、道営基盤整備事業の進捗状況につい

てでありますが、平成２３年度末までの事業

進捗状況は、峰岩地区が５５％、沼の内地区

が５２％、中美唄地区が４５％、全体では５

０％の見込みとなっております。 

また、新たに道営基盤整備事業の実施を希

望する地区は、現在２地区あり、国営農地再

編整備事業では整備できないことから、道営

事業による実施に向けて、道と協議を進めて

いるところであります。 

ほ場の拡大や集積などを総合的に整備する

基盤整備事業は、優良農地の確保や担い手の

育成など、地域農業の活性につながるものと

認識しており、今後においても地域の要望を

踏まえ、事業を積極的に推進してまいりたい

と考えております。 

次に、食糧備蓄基地構想の推進についてで

ありますが、このたびの東日本大震災での災

害状況を見ますと、大規模な災害など、緊急

時に備えた食糧備蓄の必要性を、改めて強く

実感しているところでございます。これまで、

雪冷熱を活用した１０万トンクラスの食糧備

蓄基地の立地を、国に対して要望していると

ころではございますが、災害に対するリスク

分散や緊急時における、いち早い食糧の調達

の必要性と、本市の立地条件の優位性をアピ

ールし、「緊急小規模冷温食糧備蓄基地」とし

て、１万トンクラスの倉庫数棟の立地を、道

や商工会議所など関係機関と連携し、国に対

し要望して行くこととしております。 

次に、農商工連携による地域経済の活性化

について、農産物の付加価値化、加工施設の

考え方についてでありますが、生産した農産

物を単に供給するだけにとどまらず、地域で

加工し商品化することは、農産物の付加価値

化の向上と地域ブランドの形成に必要な取り

組みと考えており、これまでの議員活動の中

においても取り上げてきたところでございま

す。 

市では、農産物加工品の試作開発を行う場

として、ピパオイの里プラザに設備を設け、

活用いただいているところでございますが、

今後、農業者などがどのような農作物をどう

利用するかなどを把握した上で、それらのニ

ーズに応じた施設の整備方法について、実施

主体を含め検討してまいりたいと考えており

ます。 

次に、特産品販売ネットワーク化などにつ

いてでありますが、地元でとれた農作物や加

工品など、美唄の特産品を消費者に広く知っ

てもらい、多くの方々に選ばれる商品にする

ためには、販路の開拓と拡大は重要な問題で

あります。 

現在、アンテナショップやポータルサイト

ＰｉＰａを活用した販売促進の取り組みのほ

か、各地のイベントや展示会、商談会でのＰ

Ｒに努めているところでありますが、今後も

引き続き、生産者や商工会議所などと連携し

ながら、北海道が開設している「どさんこプ

ラザ」や、商業施設などが実施するイベント

などを積極的に活用し、販路の拡大を図ると

ともに、商品に合った販売方法の研究や選定

を進めてまいりたいと考えているところであ

ります。 

また、アンテナショップＰｉＰａに関して

は、平成２１年７月の開設以来、本年度で３

年目を迎えており、多くの皆さんにご利用い

ただき、３名の新規雇用の創出と地域特産品
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のＰＲに大きな効果があるものと考えている

ところであり、補助事業が終了する４年目以

降の運営については、現在、課題の整理など、

さまざまな検討をしているところであり、こ

れまで、市民の皆さんや市外から訪れる皆さ

んにも広く利用され、売り上げも伸びてきて

いることから、地域経済の活性化に一定の役

割を果たしているものと考えており、今後と

も継続していくことが必要であると考えてい

るところでございます。 

次に、交流人口増加策と観光ルート開発に

ついてでありますが、急速に進む少子高齢化

や人口減少に加え、産業構造の変化、逼迫す

る財政状況などにより、地域経済が低迷して

いる中、美唄を売り込む仕組みは大変重要な

課題となっております。このため、地域の産

業や観光、イベント、歴史、自然、文化、食

べ物など、美唄の持つあらゆる資源を活用し、

本市の特色を活かした様々な交流を図り、美

唄を知ってもらうことで、交流人口の増加を

目指してまいりたいと考えております。 

近年は、札幌圏からの日帰りツアーが多く

組まれるようになり、豊かな自然や文化、歴

史に触れながら、美唄の「食」を堪能するツ

アーが人気となっておりますことから、今後

もより多くの皆さんに美唄を訪れ、美唄をも

っと知ってもらうため、例えば、観光遺産を

めぐるツアーであれば、炭鉱メモリアル森林

公園だけではなく、近隣の自治体との炭鉱遺

産と連携をするなど、広域的な視点に立った

新たな観光ルートの開発に取り組んでまいり

たいと考えております。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

１３番、土井敏興議員。 

●１３番土井敏興議員（登壇） 平成２３年

第３回臨時会に当たり、冒頭、髙橋幹夫新市

長より所信表明があったわけでございますが、

何点かお尋ねをさせていただきたいと思いま

す。 

入りますその前に、今からちょうど１ヶ月

前挙行されました市長選挙におきまして、市

民の思いが２分される状況の中で、極めて僅

差ではありましたけれども、民間で培われた

経営感覚を生かして行政手腕を期待する声が

上回り、勝利の栄冠を勝ち取られたことにつ

きまして、市民の持つ１票の重みというもの

を、まさに肌で実感されたことと思いますけ

れども、改めまして心よりお慶びを申し上げ、

今後のご活躍にご期待を申し上げる次第でご

ざいます。誠におめでとうございます。 

それでは質疑に入らせていただきたいと思

いますが、髙橋市長は所信表明において、第

６期総合計画の「びばい未来交響プラン」を

基本に、中でも大きく２つの目標と６つの重

点を示し取り組むとされ、加えて、３つの新

たな取り組みの考えも明らかにされたところ

でありますが、私は、今ほどの同僚議員のお

尋ねとの重複を避けながら大きく３点につき

ましてお尋ねをいたしたいと思います。 

その１つは、元気な人づくりについてであ

りますが、２項目についてお伺いをいたしま

す。 

１点目は、人にやさしい健康で元気なまち

づくりについてでありますが、まず、市内東

地区における子育て支援体制についてであり

ますが、子育て環境の充実という点において、

東地区にも施設の設置を考えていくとのこと

でありますが、私も望ましいことと受け止め
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るところでありますが、そのためには、やは

り地区内のニーズや規模、あるいは予算とさ

らには実施時期の目途などについて、現時点

ではどのように考えておられるのか、お伺い

をいたします。 

次に、文化・スポーツ、健康づくりに向け

た環境対策についてでありますが、積極的に

取り組む環境づくりに努力をされるようであ

りますが、長寿社会と言われる中で、健康的

な生活を送れる環境を整えていくことは大切

であり、そうした施設の整備や健康づくりに

どう取り組まれるおつもりか、お伺いをいた

します。 

次に、市民に対する総合的な相談窓口の設

置についてでありますが、多様化する市民相

談について、これまでもこれらに対応する試

みが幾度となく繰り返されてきたところであ

りますが、残念ながら、いずれもこれといっ

た成果につながる状況には至っていなかった

ように感じるところでありますが、こうした

現況に鑑み、このたび、改めて市民の思いを

形にするべく、市長は取り組まなければなら

ないと決意されたのではないかと推察をする

ところでありますけれども、どのような工夫

を加え実施されようとお考えなのか、お伺い

をいたしたいと思います。 

次、２点目は、市民との協働による人づく

り・地域づくりについてでありますが、１つ

には人づくりの拠点となる「サテライトキャ

ンパス」の開設について、道央圏の大学の協

力を得てということのようでありますが、そ

の進める方向性と、どのような協力をいただ

きながら、人づくりの拠点化を図り、そして、

人材の育成とまちづくりとのかかわりをどの

ように構成をされようとしているのか、お伺

いをいたしたいと思います。 

次に、地域資源活用によるごみ処理方法等

についてでありますが、国や道では広域で取

り組むことが望ましいとのようでありますが、

現在、岩見沢市の処理方法がなかなか見えて

来ない中で、どう見据えていかれるのか、ま

た、基幹産業の農業に軸足を置く本市として、

資源の有効活用を図る循環型社会確立の１つ

として、生ごみの堆肥化はぜひ私は進めるべ

きと思うところでありますが、市長のお考え

をお尋ねをいたします。 

次に、大きな２つ目の元気なまちづくりに

ついてでありますが、国や道との連携の強化

について述べられておりますが、以下３点に

ついて、お伺いをいたしたいと思います。 

１つ目は、財政健全化を進める中での今後

のまちの活性化への取り組みについてであり

ますが、切迫した財政状況下にあっても希望

の光を求め、「ふるさと美唄」の再生、いわゆ

るまちの活性化に向け、しっかりと取り組む

意気込みが感じ取られるところと受け止めさ

せていただきましたが、このことは基本目標

とも合致をしており、ぜひ大きく踏み出して

ほしいものと期待をするところでありますが、

その道筋はどのように考えておられるのか、

お伺いをいたしたいと思います。 

次に、国や道との連携について、これまで

の対応に加え、具体的にはどのように取り組

まれるおつもりなのか、また、新たなお考え

があるのでしょうか、お尋ねをしたいと思い

ます。 

次に、国の動向と非常にかかわりが深い自

衛隊美唄駐屯地との連携についてであります
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が、今回の東日本大震災等の災害や緊急時に

ついては、自衛隊に頼るところが極めて大き

かったわけであります。本市におきましても、

過去には水害等による被災支援をいただいた

ところでありますが、近年は比較的大きな災

害に見舞われていないこともあり、しかも、

自衛隊駐屯地が身近にあるため、安心感の高

いものがありますが、ともすれば、私たちは

その存在が当たり前のように思いがちとはな

っていないか。そこで、改めて美唄駐屯地の

必要性について明確に市民に啓発をしていく

必要があると思いますが、いかがでしょうか。 

大きな３つ目の新たな取り組みについてで

ありますが、１つ目は、「庁議」から「経営会

議」へとする考え方と、その取り組みについ

てでありますが、まず、名称を変更されよう

とする経過とその理由について、お伺いをい

たしたいと思います。 

次に、各種の市民情報等について、要望・

意見・苦情等、多岐にわたるものと思います

が、それらの収集、あるいは集約の方法等は

どのようにされるおつもりなのか。また、こ

の経営会議の実質的なスタートの時期はどの

あたりと考えておられるのか、お伺いをいた

したいと思います。 

２つ目は、まちづくりに関する情報を一括

管理する部署の設置についてでありますが、

１つには、まちづくりを進めるに当たって、

いち早く、正確、有利な情報を収集すること

が不可欠の要素となっているところであり、

その体制の確立が急がれるところであります

が、国や道を初めとする諸団体、あるいは諸

機関からどのような情報の収集を図るおつも

りなのか、お伺いをしたいと思います。 

また、その後、情報の集約と整理について

経営会議との連携が必要と考えるところであ

りますが、役割の分担等を踏まえ、どのよう

な形態、対応となるのかについてもお考えを

お伺いをいたしたいと思います。 

最後になりますが、民間の動きを把握する

「地域経済円卓会議」の設置についてであり

ますが、いかにも民間型発想に基づく髙橋市

長のお考えと思いますが、疲弊しつつある本

市の経済状況をつぶさに見つめ、その立て直

しの機運を醸成するためにもしっかりと準備

をされ、先進事例をもとに取り組まれること

を望むものであります。 

そこで、この会議への参加呼びかけの範囲

とその人数について、この会議の位置づけと

発足のおおよその時期について、どのように

考えておられるのか、お伺いいたしまして、

この場からの質疑を終ります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 土井議員の質問

にお答えいたします。 

初めに、元気な人づくりについて、人にや

さしい健康で元気なまちづくりについてであ

りますが、市内における子育て支援体制につ

いては、市としましても、これまで子育て世

帯や地域の方々が気軽に集える交流の場づく

りに努めてきているところであります。本年

度は、道営住宅「であえーる中央公園団地」

集会施設において、新たに地域子育て拠点支

援事業の推進を図っていくこととしておりま

す。 

東地区での開設につきましては、子育て世

代や子育て支援サポーターの参画など、市民

主体の運営を基本に、本年度の事業展開の状
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況や市民ニーズの把握、人材育成等を行いな

がら、平成２６年度の開設を目標に準備を進

めてまいりたいと考えております。 

次に、文化・スポーツについてであります

が、市民が生きがいを持ち、心豊かで健やか

な生活を送るためには、文化やスポーツの普

及・推進が重要と考えております。 

このため、既存施設を有効に活用すること

や指導者などの人材育成、さらには自主的な

活動に対しての支援など、市民の皆さんが積

極的に文化やスポーツに取り組める環境づく

りに努めてまいります。 

次に、健康づくりについてでありますが、

生活習慣病の予防や高齢者に対応した介護予

防に向けて、運動を主体とした健康づくりと、

バランスのとれた栄養の摂取や健康的な食習

慣の取り組みなど、一人ひとりの健康や生活

の状況に応じた心と体の健康づくりが必要で

あると考えております。 

今後におきましても、市民一人ひとりが心

身の状態に合わせて、安心して心豊かな生活

を送ることができるよう必要な情報提供等を

行い、市民の皆さんの健康づくりを推進して

まいりたいと考えております。 

次に、市民に対する総合的な相談窓口につ

きましては、高齢者や障がい者を初め、市民

の皆さんは、さまざまな悩みや不安を抱えて

市役所に相談に来られますが、どの部署に相

談していいかわからない方も数多くいるもの

と考えております。そうした方々のために総

合的な総合相談窓口を設置し、相談内容に応

じ担当者が出向くなどして、可能な限りワン

ストップでサービスが受けられるような仕組

みについて、年度内の早い時期に実施できる

よう、検討してまいりたいと考えております。 

次に、「サテライトキャンパス」の開設につ

いてでありますが、サテライトキャンパスは

市内の既存施設を活用し、一定のコースを設

定して講義形式の公開講座を開設し、市民の

皆さんが必要とする知識を学ぶ場にしたいと

考えており、札幌を中心とした幾つかの大学

等に、講師の派遣と共に学生の学びの場とし

ての活用などをお願いしたいと考えておりま

す。 

講座の内容につきましては、商工会議所と

連携して、市内の企業で必要とする資格の取

得も含めて、内容を検討すると共に、一般市

民の方が参加できる教養講座なども検討して

いきたいと考えております。 

また、まちづくりとの関わりにつきまして

は、サテライトキャンパスで取得した資格や

学んだことを市内企業やボランティア活動な

どに生かしてもらい、そのことにより、経済

活動や地域活動の活性化につなげてまいりた

いと考えております。 

なお、詳細につきましては、商工会議所に

おいても検討されていると聞いておりますの

で、今後、十分連携を図りながら進めてまい

りたいと考えております。 

次に、ごみ処理方法についてでありますが、

岩見沢市、美唄市、月形町との３市町での広

域処理を視野に入れ、岩見沢市の方向が決ま

り次第、３市町による共同処理の方法につい

て協議を行うこととしております。 

また、生ごみの堆肥化につきましては、循

環型社会の構築を目指し、基幹産業である農

業振興などを考えた場合、生ごみを資源とと

らえ、土に返すということは、大切なことで
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ないかと考えております。生ごみの堆肥化は

さらなる分別の負担も伴いますので、今後、

市民の皆さんのご意見を伺いながら、検討し

てまいりたいと考えております。 

次に、元気なまちづくりについて、財政健

全化を進める中での今後のまちの活性化への

取り組みについてでありますが、本市の財政

は非常に厳しい状況にあり、平成２７年度ま

でを期間とする美唄市財政健全化計画を着実

に進めなければならないと考えております。

私は、このような厳しい財政状況や経済状況

にあっても、まちの魅力と活力づくりに積極

的に取り組むことが重要であると考えており

ます。そのため、所信表明で申し上げた目標

の１つである、「元気なまちづくり」を進める

ため、「本市の基幹産業である農業の振興」、

「農商工連携による地域経済の活性化」、「国

や道との連携の強化」、この３点を重点として

取り組んでまいりたいと考えております。 

次に、国や道との連携についてであります

が、本市が抱える多くの課題を１日でも早く

解決することが重要であると考えております。

課題の中には、本市だけでは解決できない問

題も数多くあることから、課題の解決を含め、

まちの活性化の取り組みやその手法、財源確

保など、国や道と情報交換をきめ細かく行い

ながら、施策や事業の連携を図ることができ

るよう、取り進めてまいりたいと考えており

ます。 

早急な課題は多々ありますが、その中でも

当面、農業基盤整備や食糧備蓄基地などにつ

いて、精力的に進めてまいりたいと考えてお

ります。 

次に、美唄駐屯地との連携についてであり

ますが、これまで、災害出動や給水活動、地

域のイベント支援など、美唄のまちづくりに

大きく貢献していただいており、安全・安心

なまちづくりを進める上で、なくてはならな

い存在であると考えております。 

また、本年３月の東日本大震災における被

災地支援活動では、改めて美唄駐屯地の必要

性が広く認識されたものと考えております。

このため、美唄駐屯地との情報交換に努め、

これまで以上に連携を図ると共に、美唄駐屯

地の維持存続・拡充についても引き続き、国

に対し、強く要望してまいりたいと考えてお

ります。 

次に、新たな取り組みについて、経営会議

についてでありますが、庁議は、これまで市

の最終的な意思決定の場であるものの、あら

かじめ決定したものを確認する場となるきら

いがあったように感じております。私は、こ

の庁議を地域経営という観点から見直して、

「経営会議」とし、各部の重点事項の進捗状

況報告のほか、市民や地域の皆さんからの要

望や苦情などを集約することにより、市民生

活や地域の現状を常に把握し、情報の共有を

図りながら、新たな課題の把握と課題解決に

向けたアイデアを出し合うなど、課題を迅速

に捉え、戦略的に対応するための仕組みにし

ていきたいと考えております。 

次に、各種の市民情報等の収集・集約の方

法についてでありますが、私が市民の皆様方

から直接お聞きしたものや、「市長への提言」

としていただいたもののほか、日常業務にお

いて窓口などに届けられた市民の皆さん方の

要望や苦情なども含め、広く情報の収集に努

めてまいりたいと考えております。これらの
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うち、解決に向けて特に横断的な対応が必要

なものについては、経営会議に報告させ、そ

の対応策の議論を行いたいと考えております。 

また、経営会議については、準備が整い次

第、年度内のできるだけ早い時期にスタート

したいと考えております。 

次に、まちづくりに関する情報を一括管理

する部署の設置についてでありますが、情報

の収集につきましては、多様化する社会変化

の中で、まちづくりを迅速に進めていくため

にも、情報の収集は欠かせないものと考えて

おります。このため、国、道及びさまざまな

機関や団体の皆さんと、情報交換をきめ細か

く行いながら、本市にとって必要な情報の収

集に努めてまいりたいと考えております。 

また、市の内部においては、収集した情報

について、市民ニーズに対する施策とその財

源確保を図るため、１つの部署に集約し、活

用を図ってまいりたいと考えております。 

この情報を一括管理する部署については、

「経営会議」で報告され、議論された情報を

集約し、必要なものについては、再度、「経営

会議」において議論するなど、これまで以上

に迅速に対応し、課題の解決や市民サービス

の向上につながるよう、今後、組織体制や事

務分掌などについて、新年度に向けて十分に

検討していきたいと考えております。 

次に、「地域経済円卓会議」の設置について

でありますが、地域経済の活性化を図る上で、

行政だけではなく、企業・団体・金融機関な

ど、かかわりの深い方々のご協力をいただき、

地域経済をどのように活性化させていくかな

ど、ご議論をいただき、その中で出された意

見や提案などを参考に、今後の施策に反映さ

せてまいりたいと考えております。 

このため、この地域経済円卓会議について

は、他市の事例なども参考に、参加していた

だく方々の構成や部会など、組織のあり方に

ついて検討したいと考えており、今後のまち

づくりを推進していくためにも、本年度内に

準備を進め、新年度から開始したいと考えて

ございます。 

●議長内馬場克康君 １３番、土井敏興議員。 

●１３番土井敏興議員 数多い質疑に対しま

して、それぞれご丁寧にお答えをいただきま

してありがとうございます。 

お尋ねをさせていただきました全体を通し

て、改めて１つお伺いをさせていただきたい

と思いますが、所信表明の中で、いかにも民

間出身としての発想を軸にした取り組みのお

考えというものが随所に示されておりまして、

私とすれば新鮮さが感じられ、その展開が注

目をされるところでありますけれども、一方、

前例や慣習にとらわれることなく、市民と情

報を共有し、課題解決にあたると述べられて

おりますけれども、前例や慣習にとらわれる

ことなくとのことは、極めて大切なことでは

ありますけれども、ともすると、誤解を招く

とともに、そういった恐れがなくはないとい

うふうに私は感ずるところでありますので、

市民との対話を通じて、どのように全幅の信

頼を得、バランスを図っていくおつもりか、

この点について、感ずるところがあればお伺

いをいたしたいと思います。 

また、この先の部分につきましては、私の

感ずる思いとなりますけれども、今後、様々

な情報の収集あるいは集約、それを踏まえた

行財政の執行に当たっては、やはり、何とい
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っても職員の皆さんとの信頼関係の構築と、

それから、その上での協力なしには、到底な

し遂げることはできないというふうに思うと

ころでありまして、１日も早くそうした体制

の構築をされることを願うものであります。 

また、髙橋市長におかれましては、喫緊の

課題として、財政健全化を初め、市立美唄病

院の再建、あるいはごみ処理方法等の問題等、

山積をしているところでありますけれども、

そういった息のつく間もないという感じでは

ありましょうけれども、健康には十分ご留意

いただきまして、持ち前の若さと行動力、そ

して、スピーディーでどん欲なまでの知識吸

収力をもってすれば、必ずや「ふるさと美唄」

の再生につながるものと強くご期待を申し上

げまして、終らせていただきます。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 土井議員の質問にお答え

いたします。 

課題解決に向けた取り組みについてであり

ますが、このたびの市長選挙の結果には、市

民の皆様方のさまざまな思いが込められてお

り、大変重たいものと受け止めております。

このため、常に緊張感を持って、企業経営で

培った行動力と決断力を持って取り組んでま

いります。 

私は、これまでの議会や市民の方々との議

論を踏まえると共に、今後、市民の皆様方か

らの声をしっかりと受け止め、情報を共有し

ながら、「ふるさと美唄」の再生のため、全力

で取り組んでまいりたいと考えております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

７番、吉岡文子議員。 

●７番吉岡文子議員（登壇） ２０１１年第

３回臨時会に当たり、８月１日の市長の所信

表明に対して、大綱３点について質問をいた

します。 

１点目は、「ふるさと美唄」の再生について

ということです。 

私は、生まれは美唄ではありませんが、居

住歴２９年、第２のふるさと美唄という気持

ちに変わりはありません。この「ふるさと美

唄」の再生という文言が、今回の所信表明の

中に３回ほど出て使われておりますけれども、

再生というのであるならば、この美唄の現状

を市長はどのように認識しておられるのか、

その現状認識についてまずお伺いしたいと思

います。 

大綱の２点目は、地域医療についてお伺い

いたします。 

議員として、市民の皆さんから日々さまざ

まなご意見を伺いますが、まず、市民の皆さ

んが一番に不安に思っていることに、市立美

唄病院のこれからのことがあります。公立病

院を取り巻く今日のような状況では、なかな

かこれといった方策が見つからないというの

が正直なところではないでしょうか。医師、

看護師不足は依然解消されておらず、医療費

の高負担に診療を控える方や、薬を処方どお

りではなく２日分を３日で飲んでいるなど、

危険ではありますが、そのような節約をして

いる方も見受けられます。 

そういった状況の中で、本市地域医療の要

である市立美唄病院の現状について、どのよ

うに認識しておられるのか、お伺いいたしま

す。 

地域医療の２点目は、市民が安心して住み
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続けられるための地域医療のあり方について

です。 

高齢者は車などの移動手段がないと、他の

自治体の病院へ受診するということは日常的

には困難なことです。ということは、どうし

ても地元に安心して受診できる病院が必要と

いうことです。市民に不安な思いをさせずに

本市の地域医療をどのように守り育て、市民

に提供していこうとしているのでしょうか。 

選挙戦の中では、廃止や民間委託などの考

えも報道されていたようですが、市民が安心

できる地域医療をどのように提供しようとし

ているのか、そのお考えについてお伺いした

いと思います。 

大綱３点目は、ＴＰＰの問題についてです。 

市長はＴＰＰに関して、農業への影響を所

信表明の中でとらえておられましたけれども、

改めて本市農業への影響について、影響額や

農家戸数などがこのＴＰＰ参加によってどの

ように変わっていくととらえておられるのか、

お伺いいたします。 

また、ＴＰＰは農業に限定せず、あらゆる

関税を撤廃する協定であり、農業以外の分野、

金融や保険、公共事業、医療にも影響がある

とされておりますけれども、農業以外の分野

の本市への影響について、どのようにとらえ

ておられるのか、お考えをお伺いいたします。 

以上、この場からの質問を終ります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 吉岡議員の質問

にお答えいたします。 

初めに、「ふるさと美唄」の再生について、

ふるさと美唄の再生という現状認識について

でありますが、本市は、昭和５０年代などを

振り返りますと、炭鉱閉山後にあっても、一

定のまちのにぎわいがあり、市民の皆さんが

生き生きとさまざまな活動をしてきた時期が

ありました。私は、そのような時期を経験し

た者として、そのにぎわいと活気を取り戻し

たいというのが大きな願いであり、市長とな

った現在、「光り輝く美唄」に向け、全力を傾

注する決意であります。 

次に、地域医療について、市立美唄病院の

現状についてでありますが、市立病院は現在、

医師や看護師の不足、施設・設備の老朽化な

ど多くの課題を抱えており、その中でも内科

の医師不足により入院機能の充実が図れない

ことなどから、厳しい状況にあると認識して

おります。 

こうした状況から、今後の地域医療体制の

在り方や方向性を早急に検討することとして

おり、市立美唄病院については、医師の確保

が最重要課題と認識しておりますので、私は

先頭に立って、道内大学医局を初め、道や関

係機関などへの要請活動を行う考えでありま

す。 

要請に際しては、昨今の医師の傾向から、

新たに市の医療に対する考え方や方針を、医

師から求められることから、このようなこと

を提示しながら要請活動を行ってまいりたい

と考えております。 

次に、地域医療のあり方についてでありま

すが、市立美唄病院の事業規模や経営形態に

ついては、幾つかの選択肢や方向性があると

考えておりますが、市民の皆さんが安心でき

る持続可能な医療提供体制の確保に向けて、

医師会など関係機関との協議の場を設け検討

することとしておりますので、その中で、市
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立病院のあり方などについて、方向性を見出

してまいりたいと考えております。 

次に、ＴＰＰについて、ＴＰＰ参加による

本市農業への影響についてでありますが、農

林水産省が影響試算を行った１９品目のうち、

本市では米、小麦、てん菜、肉牛の４品目に

影響が出るものと思われ、その影響額は、第

６期美唄市総合計画のまちづくり成果指標で

示している平成２０年度の農業総販売額６３

億円を基に試算いたしますと、４７億５，０

００万円程度減少するものと推計しておりま

す。 

なお、農家戸数への影響につきましては試

算しておりませんが、本市農業は水稲や小麦

を基幹としており、農業経営は大変厳しい状

況に置かれ、このことによる農家戸数の減少

は避けられないものと予想しております。 

次に、農業以外の分野への影響についてで

ありますが、仮にＴＰＰが発効し関税が撤廃

されますと、農業が壊滅的な打撃を受けるた

め、関連産業へも大きな影響を及ぼすと考え

られるとともに、さまざまな産業、業種が国

際競争にさらされることとなり、深刻な事態

に陥ることが想定されることから、強い危機

感を抱いているところであります。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 ７番、吉岡文子議員。 

●７番吉岡文子議員 自席から再質問させて

いただきます。 

初めの質問の、ふるさと美唄の再生につい

てということですけれども、私は市長の所信

表明を伺いながら、非常に自分でこの言葉に

対しての違和感を感じておりました。違和感

や疑問を感じたら、当然辞書を引いてみると

いうのが通例だと思いますけれども、私が広

辞苑という辞書を引きましたところ、再生と

いう言葉の意味ですが、一旦死にかかったも

のが生き返ること、また、生き返らせること

とあります。夕張では財政が破綻した際に、

夕張再生市民会議というのがつくられて、ま

さに夕張を生き返らせていこうというような

市民会議があったということは存じておりま

すけれども、今、私が３期目ですけれども、

２期目の時に美唄の財政難をいかに乗り切る

か、今そこに市長として座っておられる髙橋

市長も議員として議会議論を重ねて、財政健

全化計画というものがつくられたと認識して

おります。 

また、その中では、市の職員の皆さんの給

与を削減し、市民の皆さんには新たな負担を

お願いし、議員も歳費の削減、また、今期は

より財政の厳しさが降りかかっているとの認

識から、議員定数をさらに２名削減して新た

なスタートを美唄は切ったと私は認識してお

ります。そこに今回のこの所信表明の表現で

す。素直に解釈すれば、死にかかっているふ

るさと美唄を髙橋市長が生き返らせるという

ことになるのではないかと、このような解釈

になるのではないかと思いますけれども、市

長はどのような見解なのか、お伺いしたいと

思います。 

それから、地域医療に関してですけれども、

私はこの間、公立病院の経営状況などの学習

会というものが各地で開かれまして、そこに

参加してまいりました。公立病院を取り巻く

状況はどこの自治体でも厳しいのですが、や

はり議論の行き着く先というのが、じゃあ厳

しいから廃止だということにはなりません。
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いかに存続を図っていくのか、そのためにど

う努力していけばいいのかというあたりのと

ころの議論が活発にされておりました。公立

病院が廃止されてしまった自治体関係者が、

ぽつりと口にした言葉が忘れられません。病

院をなくすというのは簡単にできます。だけ

れど、一たんなくした病院をもう一度つくり

あげるというのは至難の業です。この言葉、

市立美唄病院にもそっくり当てはまるのでは

ないでしょうか。 

市長選挙では、市内約２０の団体から推薦

をとり、１４人の市議会議員のうち１０人の

議員が応援し、言わばオール美唄で臨んだ選

挙で、わずか５票の僅差という結果は、まさ

に市民自身が市立美唄病院について悩んだ末

の選択だったと私は考えております。市長が

やるべき事は、安易に病院の将来を口にする

のではなく、まず第一に、先ほどご自分の言

葉でも述べられておりましたけれども、医師

確保に全力を尽くすことではないでしょうか。

民間の意欲を訴えておられたのですから、そ

の人脈を生かして全国的な規模で医師確保に

存分に力を発揮していただきたい。若さと行

動力を公約に掲げておられたのですから、ぜ

ひ、その力を発揮していただきたいと思いま

す。第２に、市民の声を聞く態度を持ってい

ただきたい。先ほど、情報提供に努めるとあ

りましたけども、情報提供だけではだめだと

考えております。ぜひ、市民の声を聞いて、

真摯に受けとめて、これからの病院の経営に

役立てていただきたいと考えますけれども、

その点についてお伺いいたします。 

それから、ＴＰＰについてですが、選挙公

約の中では、一番に基幹産業の農業を守り、

振興を発展させていきますと、トップにその

政策を掲げておられます。この中では、断固

反対しますとありました。ところが、今回の

所信表明の中ではニュアンスがちょっと変わ

ってきまして、１９文字加わりましたよね。

「国が農業を守る新たな施策を講じない限り、

引き続き反対の立場を堅持してまいります。」

と。これはどういうことなのか。断固反対そ

のままでいいのではないでしょうか。先程の

農業産出額を聞きましたところ、７０％以上

が被害を受けるとあります。これでは市長が

この所信表明の中で基幹産業であるといった

農業そのものが存続していけないということ

になるのではないでしょうか。 

また、先日の、これは農業新聞の報道です

けれども、空知管内の農協組合長定例会にお

いて、「米国ＴＰＰ危険性学ぶ」とあります。

ここは空知管内ですから、美唄市であります

れば美唄農協、峰延農協、岩見沢農協ですね、

３つありますけれども、岩見沢市で、７月２

６日に１００人を集めて定例会を開いて、Ｔ

ＰＰのアメリカのねらいを学んだとあります。

講師にアメリカの事情に詳しいジャーナリス

トの堤未果氏を迎えて、「ＴＰＰの真実」、「米

国政府のねらい」をテーマに解説してもらっ

たと。まさに先ほどお話しましたように、ま

た市長の言葉にもありましたように、ＴＰＰ

の参加は農業分野だけではなく、雇用や医

療・教育などにも大きな影響を与えると警鐘

を鳴らしたと。この中で堤氏は、「米国で近年

急激に破産者や子どものホームレスが増え、

貧困が進む実情を報告、医療保険なども投資

の対象となっており、ＴＰＰに加わることで

日本の医療関係も投資の対象にして利益を得
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ようとしていることが透けて見える。」と話し

た、とあります。 

私は、公約どおり、ＴＰＰには断固反対を

貫くべきだと思いますけれども、この所信表

明でこの１９文字が入ってきたということ、

これは果たして本当に市長が体を張って農業

を守るというふうに言ってはいないのではな

いか。これはＴＰＰが、もし、うがった見方

をすればですよ、ＴＰＰについて判断を求め

られた場合、この新たな施策が講じられたと

いうことになれば、市長は認めるということ

になるんでしょうか。私は今、堤さんのお話

もしましたけれども、公約どおり断固反対、

その姿勢を貫くべきだと考えておりますけれ

ども、市長のお考えをお伺いいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 吉岡議員の質問にお答え

します。 

まず初めに、ふるさと美唄の再生について

でありますが、本市は現在、大変厳しい経済

状況や財政状況にあり、私はこのことに大き

な危機感を持っております。 

そのため、このような状況にあっても将来

へ希望が持てるよう、まちの活性化が必要で

あると考えておりますので、このことに全力

を注いでいきたいと考えております。 

次に、医師確保についてでございますが、

市立美唄病院の医師確保については、この問

題は大変重要な課題と認識してございます。 

したがって、道、大学医局や、関係機関な

どへの要請活動や民間の紹介会社など、人脈

を活用するなどして、確保に向けて全力で取

り組んでいく考えでございます。 

次に、市立美唄病院の今後についてでござ

いますが、現状としては、市立美唄病院は建

物の老朽化や医師、看護師の確保など、多く

の課題を抱えていると認識しておりますこと

から、医師会などや関係機関と協議する場を

設け、十分に意見を伺いながら、また、市民

の皆様方のお考えをしっかりと聞き、市民の

皆さんが安心できる医療提供体制の確保に向

けて、早急に検討してまいりたいと考えてお

ります。 

続きまして、ＴＰＰについてでありますが、

本市の基幹産業である農業を守る事が絶対的

な条件であり、これが担保されない限り協定

締結に断固反対する姿勢に変わりはございま

せん。 

市では、これまで北海道市長会などを通じ、

国に対して「道民合意がないまま完全撤廃を

原則とするＴＰＰへの参加を決して行わない

こと。」また、「ＴＰＰを含め包括的経済連携

においては、米や小麦、でん粉、砂糖、牛肉、

乳製品等の重要品目を関税撤廃の対象から除

外すること。」などを求めてきたところであり、

こうした事が国において明確に示さない限り、

ＴＰＰには断固反対してまいります。 

また、国の示す施策への対応については、

生産者や農業団体との情報交換及び意見交換

などを通じ、しっかりと対応してまいりたい

と考えております。 

●議長内馬場克康君 ７番、吉岡文子議員。 

●７番吉岡文子議員 言葉じりをとらえるよ

うで申し訳ないんですけれども、活性化が必

要だというのであれば、別に再生じゃなくて

ふるさと美唄の活性化でもよかったのではな

いでしょうか。再生という言葉がやはり持つ

意味というのは、全然活性化とは違うんじゃ
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ないかなというふうな感じを思います。です

から、もう表明してしまったことですけれど

も、今後、言葉の使い方には気をつけておら

れた方がいいのではないかなというふうに感

じます。 

ＴＰＰについてですけれども、どうして公

約からこの１９文字が入ったということはお

答えになってないんですよね。必要ないんじ

ゃないかと私は思うんです。この公約で市民

の皆さん、市長さんをお選びになったことだ

と思うんです。それが今度のこの所信表明の

中で、この１９文字というのは、私は見過ご

すことができない後退の要因につながるので

はないかなと。先ほども言いましたけれども、

それを感じるものですから、断固反対そのも

ので、なぜここにこの文章が入っているのか。

これが入っていることによって、将来、さっ

き言ったようにうがった見方をすれば、これ

があるから認めたというような逃げの姿勢に

なってしまうのではないかなという心配があ

ります。 

これで３回目ですから、あれですけど、私

が、この所信表明を改めて読み直してみて感

じたことですけれども、先ほど同僚議員の方

は民間の手腕で、民間の経営に期待するとあ

りましたけれども、私は、どちらかというと

不安の方が大きいような気がします。声も挙

げられないで、息も潜めるようにして暮らし

ている市民の方が美唄にはたくさんいらっし

ゃいます。市長として一番大事なのは、一人

ひとりの市民生活を大事にすることではない

でしょうか。市民生活の上にこそ、経済や企

業活動が成り立っていくはずだと考えており

ます。 

所信表明の中には国や道と連携強化とあり

ましたけれども、連携だけではなく、国が市

民生活を圧迫するような施策などを持ち出し

た場合には、堂々と対峙していただきたい。

ここをふるさとと思い、この地で生涯を送る

ことを決めて生活している市民の生活を守る

ために、市長として防波堤の役割を果たして

いただきたいと思うのは、私１人ではないは

ずですが、市長はどのようにお考えか、お伺

いいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 吉岡議員の質問にお答え

いたします。 

まず、再生という言葉についてでございま

すけれども、美唄市は財政的にも非常に厳し

い状況というのは、皆さんご承知だというふ

うに思います。さもすれば、財政の再生団体、

そういったものにも陥らないとも限らない、

そういう厳しい状況でございます。 

まちのにぎわいなど元気なまちにしたい、

これは、皆さんが願うことであり、そういっ

た意味においても、再生という言葉を使わせ

てもらったところでございます。再生という

言葉の思い、それは本当にこれからにぎわい

をしっかりと出していくという、そういった

思いが込められているというふうにご理解を

いただきたいというふうに思います。 

続いて、ＴＰＰについてでございますけれ

ども、本市の基幹産業が農業であること。こ

れは、この農業をしっかりと守らなくてはな

らない。基幹産業でございますので、これは

しっかり守らなくてはならない。これが絶対

的な条件であり、これが担保されない限り、

ＴＰＰの協定締結も断固反対する姿勢には変
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わりございません。そして、農業以外の影響

も懸念されることから、この姿勢をしっかり

と貫いていきたいと考えてございます。 

●議長内馬場克康君 吉岡議員の質問につき

ましては３回に及びましたが、会議規則第５

６条ただし書きの規定により、特に発言を許

します。 

７番、吉岡文子議員。 

●７番吉岡文子議員 発言の許可をいただき、

ありがとうございます。 

ＴＰＰの問題ですけれども、先ほどから何

回もお伺いしておりますけれども、公約には

なかったこの文字が入った理由、これがある

ことによって、後ろ向きになっているのでは

ないかという私の質問に対して、理由など全

く今お話されていないと思うんですけれども。 

改めて、どうして公約にはないこの文言が

この所信表明に入ってきたのか、その点につ

いてお伺いしたいのですが。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 吉岡議員の質問にお答え

いたします。 

文言につきましては、公約で掲げた内容と

変わるところはないと認識しております。そ

のため、美唄の農業を守るという観点から、

所信表明のとおり述べさせていただいたとこ

ろでございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

６番、森川明議員。 

●６番森川明議員（登壇） 平成２３年第３

回臨時会に当たりまして、市長の所信表明に

対して質問をいたします。 

市長選、息を呑む大接戦で勝利した髙橋市

長、まず、おめでとうございます。若さで決

断力を発揮し、課題が山積する美唄市行政の

中で一つ一つ解決に向け、アイデアと独自性

をもって市政を担うことを期待をしておりま

す。 

質問には重複した項目もありますけれども、

極力、割愛をするものの、趣旨、接点等の違

いもあり、あえてお伺いをいたします。 

１点目は、ふるさと美唄再生についてです。 

再生という言葉でかなり議論もありました

けれども、１つは、歴史と文化の認識につい

てです。美唄市の歴史をひもとくと、見渡す

限りの原生林に厳しい風雪と闘いながら屯田

兵が開墾のくわを下ろされて１２０年、市制

の施行から６０年、着実な発展をとげてきま

した。美唄市の市民憲章にあります「わたく

したちはたくましい開拓者精神をうけつぐ美

唄市民です。」を誇りに、市長はこの精神をも

とに、企業経営に培った行動力、実行力を生

かしたふるさと美唄を再生し、自慢できるま

ちづくりを行うとの決意が所信の中で感じら

れました。 

かつては、炭鉱と農業のまちとして発展し

てきましたが、相次ぐ閉山で根幹は農業中心

のまちと変貌しました。１２０年の歴史の文

化をどのようにひとつ認識をされ、美唄を構

築されるのか、お伺いをいたしたいと思いま

す。 

２点目は、地域経済活性化についてです。 

所信表明の中でこの点については触れられ

ない点もあった訳ですけれども、１点目は、

食の駅の考え方です。桜井前市長は、経済振

興策の１つに農業を元気にすると、食の駅に

意欲を持って食の駅基本構想市民検討委員会

を立ち上げ、取り組んできた経緯があります。
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しかし、財政難の中で５億５，０００万円以

上かかるという、さらには場所の立地条件、

設置後の採算性、ほかの道の駅の現状等を総

合的に判断をし、当初の建設から大きくトー

ンダウンしたと。こういう経過もありますけ

れども、私は、この件については常に反対の

立場で多くの質問をした経緯がございます。

この、食の駅に対する考え方について、ちょ

っと触れてほしいなというふうに思います。 

３点目は、市立美唄病院についてです。 

現在、市立病院経営健全化計画と市立美唄

病院改革プランの２つがありますけれども、

１点目は、地域医療のあり方についてです。

市民は、市立美唄病院を守る立場から、中核

病院として建て直すべきであるという意見、

医師の増員、派遣、老朽化した病院等、課題

も多いわけです。関係機関、関係者との協議

の中であり方、方向性についてどのように進

めるか、ということをお伺いいたします。 

２つ目は、この抜本改革についてです。新

聞の報道にありました。市長は立候補に当た

り、思い切った抜本改革まで踏み込みました。

つまり、診療所等です。もちろん、関係機関

等との協議の中での結論をしたいという前提

でしたけれども、この診療所の移行、地域で

は財政面からして共鳴する市民も多くいると、

これもまた事実で、民間委託、市立美唄病院

の廃止、さらには診療所へ移行等、慎重な協

議を重ね、情報公開をしながら方向付けが必

要と思いますが、その点の考え方をお伺いを

いたします。 

４点目は、人口対策についでですけれども、

この１つ目は、人口の歯止め策についてです。

人口減に対する歯止め策等につきましては、

少子高齢化対策の場でちょっと触れられてお

りますが、それに総合的に含めた中で、１つ

ご質問いたしますけれども、その人口増対策、

取り組み、移住・定住対策について、どのよ

うに考えているのか、という点です。 

それと、２点目はあえて結婚対策にちょっ

と触れて見たいと思いますけれども、人口増

対策の一環として、かねてから国勢調査等に

基づく独身者の多いこの美唄市の現状を踏ま

えまして、市が中心となって各機関･団体等に

呼びかけ、出会いの場をつくる協議会を設立

し、結婚対策を本腰で行うべきであるという

ことを私は主張してきました。言うなれば私

の自論です。最近は佐賀県の伊万里市等から

資料を取り寄せ、対応を定例会等で迫ってき

ましたけれども、美唄市は婚活が盛んな札幌

市に近く、それ等に参加すべきとの回答には

がっかりしたと、こういう一面もありました。 

市長の人口対策の一環として、あえて結婚

問題にも踏み込みましたけれども、この点ど

ういうお考えか、所信表明にはないではない

かというご意見も市長あろうかと思いますけ

れども、あえて踏み込んだということでご理

解をいただきたいと思います。 

５点目は新たな取り組みについてです。 

この件について、３つの取り組みを始める

と意向の表明がありました。経営会議、まち

づくりに関する情報を一括管理する部署の設

置、地域経済円卓会議についてです。 

１点目は、経営会議についてですが、庁議

を経営会議と位置づけるとありますが、ここ

に庁議の規則もあります。市行政の効率的か

つ円滑な推進を庁議は図るものです。最終的

な意思決定は庁議であると理解しているので
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す。この経営会議と庁議規則との関連性を、

先ほども同僚議員からも質問がありましたけ

れども、視点が違う観点からご質問しており

ますので、その関連性についてお伺いをいた

したい、このように思います。 

２点目は、情報部署の設置についてです。

マスコミでも報道のあった情報を一括管理す

る部署、検討ということですけれども、構想

ではどこの部署に属するのか、さらには、何

名体制くらいでスタートを切られるのか、関

連する人事異動はいつごろ予定しているのか、

先ほどもちょっと触れられておりましたけれ

ども、あえてご質問いたします。 

３つ目は、地域経済円卓会議についてです。

民間発想を市行政に取り入れていく地域経済

円卓会議は、そうしますと一般市民の公募と

か、団体の参加は考えていないのかどうか、

経済や雇用の状況等どこまでまちづくりに生

かすのかをお伺いをいたしたいと思います。 

最後に、総体的な意見として、要望として

ちょっと述べたいと思いますが、市民の方々

との議論を重ねる懇談会を開催をすると。こ

れは、住民の意見を取り上げることを強調し

ておりますけれども、このことを評価をして

おります。１０年間の総合計画、びばい未来

交響プランを実りあるものにするには、住民

の声、そして、市役所職員の総意ある声が必

要です。それを生かし発展させる新市長の手

腕にかかってるというふうに判断いたします。 

財政の問題でも質問がありました。財政状

況は全道でも最悪の部類に入る。健全化計画

の仕上げも大きな課題です。人を元気にまち

も元気にひかり輝くびばいへ、このスローガ

ン、力強さがあり、勇気が出てくるのですけ

れども、ひとつ、計画倒れにならないように、

あとは実践のみということです。さらに、触

れていいかちょっと迷った一面もありますけ

れども、対立候補であった板東知文さん、前

副市長の、市民が主役のまちづくり、これを

広報等で広く訴えていました。特に、比較を

してみますと、髙橋市長とそんなに遜色がな

い面が多々見られると、こういう状況のもと

で、特に、地域の特色を生かした自然エネル

ギー、石炭エネルギー等の促進等は、これは

話し合いということは絶対必要ですけれども、

可能性をひとつ切り開いていただきたい。こ

のことを申し述べまして、質問といたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 森川議員の質問

にお答えいたします。 

初めに、ふるさと美唄再生について、まち

づくりにおける歴史や文化の認識でございま

すが、市民共有の財産である歴史や個性的な

地域文化を次代へ継承することは、まちづく

りを進める上で大変重要なことであると考え

ております。このため、地域の伝統や生活文

化への理解を深める学習を進めるとともに、

本市の豊かな自然や歴史に育まれた生活文化

など、地域の特性を生かしながら、美唄らし

い文化の発信に努めることが必要であると考

えております。 

本市には、北海道指定文化財の美唄屯田兵

屋のほか、峰延獅子舞、旧桜井家住宅、炭鉱

遺産など、歴史を伝える貴重な文化的遺産が

多数ありますので、その保存や活用に努める

とともに、郷土の歴史を学ぶ環境を整え、郷

土に対する愛着や認識を深め、市民の皆さん

が将来にわたって潤いと心の充足を実感でき
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るまちづくりを進めなければならないと考え

ております。 

次に、地域経済の活性化について、食の駅

についてでありますが、私は、平成２１年９

月に策定した「食の駅基本構想」の中の、「食

にこだわったまちづくり」については、進め

ていくことが必要であると考えているものの、

その手法として、必ずしも「食の駅」が必要

であるとは考えておりません。 

私は、所信表明で述べたとおり、農産物や

特産品のネットワーク化を図り、豊かな自然

や景観を生かした、新たな観光ルートの開発

などにより、交流人口の増加を図るとともに、

美唄ブランドの食にこだわったまちづくりを

推進してまいりたいと考えております。 

次に、市立美唄病院について、地域医療体

制の方向性についてでありますが、現状とし

て、市立病院は建物、設備の老朽化や医師及

び看護師の確保など、多くの課題を抱えてい

る状況にありますことから、本市における地

域の医療資源を活かしながら、市民の皆さん

が安心できる持続可能な医療提供体制の確保

に向けて、医師会など関係機関と協議する場

を設け、市としての方向性を検討してまいり

たいと考えております。 

次に、市立病院のあり方についてでありま

すが、市立病院の事業規模や経営形態などに

ついては、幾つかの選択肢や方向性があると

考えておりますが、市民の皆さんが安心でき

る持続可能な医療提供体系の確保に向けて、

医師会など関係機関と協議する場を設け検討

することとしておりますので、この中で市立

病院のあり方などについて方向性を見出して

まいりたいと考えております。 

次に、人口増対策について、移住・定住対

策でありますが、現在、美唄市移住・定住推

進協議会とともに、市のホームページや美唄

ポータルサイトＰｉＰａで、短期滞在の受け

入れに関する情報や不動産情報を発信してい

るほか、移住に関する相談や受け入れなどを

行っているところでございます。 

今後、過疎対策事業債を活用して、移住や

定住を目的として、市内の不動産を取得され

た方への助成制度の制度設計を行うこととし

ており、多くの方にご利用いただけるよう、

さらに検討してまいります。 

次に、結婚対策でありますが、現在、人口

減少、後継者対策などの課題に対して、さま

ざま取り組みが全国各地で行われているとこ

ろでありますが、特に、地方においては、人

口の増加になかなかつながらず、この問題は

大きな課題であると十分認識しているところ

であります。そのような中、結婚対策につき

ましては、多くのノウハウを持ち、さまざま

な取り組みを旺盛に行っている民間において

進められていくのが望ましいものと考えてお

ります。 

今後、市内の団体が、市と連携して活動を

したいという、そういったお話がありました

ら、その時点でＰＲ活動など、市としてでき

ることを検討してまいりたいと考えておりま

す。 

次に、新たな取り組みについて、経営会議

についてでありますが、庁議は、これまで市

の最終的な意思決定の場であるものの、あら

かじめ決まった内容を確認する場となる嫌い

があったように感じております。 

私は、この庁議を地域経営という観点から
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見直して「経営会議」とし、各部の重点事項

の進捗状況の報告のほか、市民や地域の皆さ

んからの要望や苦情等を集約することにより、

市民生活や地域の現状を常に把握し、情報の

共有を図りながら、新たな課題の把握と課題

解決に向けたアイデアを出しあうなど、課題

を迅速にとらえ、戦略的に対応するための仕

組みをつくっていきたいと考えております。 

このため、現在規則で定めている庁議の運営

内容などについては、見直しを行いたいと考

えております。 

次に、情報を一括する部署の設置について

でありますが、住みよいまちをつくるために

は、市民の皆さんが何を必要としているのか

把握していく必要があると考えております。 

そのため、日々、市に届けられる市民や地域

の皆さんの意見や要望について、分類・整理

するとともに、国を初め、道などの新たな施

策や制度、補助金や交付金等に関する情報に

ついても集約しながら、市民ニーズに対する

施策とそれに必要な財源をつなげ、課題を解

決していくことが必要であると考えておりま

す。このため、これらの情報を一括して管理

する部署については、「経営会議」の活用を図

りながら、現在、広報・広聴、財政、総合計

画を担当している地域経営室を中心に、どの

ような組織体制や所管事務にすべきか、新年

度に向けて十分検討してまいりたいと考えて

おります。 

次に、地域経済円卓会議についてでありま

すが、この「地域経済円卓会議」では、地域

経済の活性化を図るため、市内の経済・雇用

状況を把握し、地域経済をどのように活性化

させていくかなどご議論をいただき、現在策

定中の産業振興計画の推進につなげてまいり

たいと考えております。このため、組織のあ

り方といたしましては、他市の事例なども参

考に、専門知識を有する学識経験者を初め、

企業経営者、金融機関、経済団体など、多様

な分野で活躍されている方々などを想定し、

構成員としてご協力をお願いしたいと考えて

おります。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 以上で所信表明に対す

る質疑を終わります。 

 

●議長内馬場克康君 これをもって本日の日

程は全部終了いたしました。 

本日はこれをもって散会いたします。 

 

午前１１時４０分 散会 
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